
■ 市税
 39億2943万円 23.0% （7.1％増）

■ 繰入金
 8億5111万円 5.0% （52.2％減）

■ 諸収入 
 2億7304万円 1.6% （27.7％減）

■ 分担金及び負担金 
 1億8103万円 1.0% （25.9％減）

■ その他自主財源
 3億8611万円 2.3% （12.8％増）

■ 地方交付税 
 51億1005万円 29.9% （1.4％増）

■ 国庫支出金
 34億4562万円 20.2% （41.3％増）

■ 県支出金 
 11億1686万円 6.5% （2.6％増）

■ 地方消費税交付金 
 10億 200万円 5.9% （3.6％増）

■ 市債
 3億2410万円 1.9% （30.9％増）

■ その他依存財源
 4億7465万円 2.7% （4.5％増）

依存財源
67.1%

114億7328万円

自主財源
32.9%

56億2072万円

※歳入の各項目と予算額、歳入に占める割合。
　（　）内は同項目の前年度比増減。

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
は
、
今

年
２
月
に
市
長
選
挙
が
控
え
て
い

た
こ
と
か
ら
、
継
続
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
一
部
の
政
策
的
経

費
を
除
い
て
、
人
件
費
な
ど
経
常

的
経
費
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
が
、
脱

炭
素
先
行
地
域
と
し
て
継
続
的
に

実
施
し
て
い
る
地
域
脱
炭
素
推
進

事
業
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
へ
の
対

策
事
業
な
ど
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
推
進
に
重
点
を
置
い
た
予

算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

■

一
般
会
計

▼
歳
入

　

市
税
は
、
賃
金
水
準
の
上
昇
に

よ
る
所
得
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

約
２
億
６
０
０
０
万
円
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
国
庫

支
出
金
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
脱

炭
素
推
進
事
業
や
物
価
高
騰
へ
の

支
援
に
係
る
交
付
金
な
ど
の
増
加

に
よ
り
約
10
億
７
０
０
万
円
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
歳
出

　

小
・
中
学
校
の
学
習
用
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
の
更
新
完
了
な
ど
に
伴

い
、
教
育
費
が
減
少
し
た
一
方
で
、

地
域
の
脱
炭
素
推
進
に
引
き
続
き

取
り
組
む
た
め
、
営
農
型
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
太
陽
光
発
電

設
備
の
導
入
補
助
な
ど
に
関
す
る

予
算
を
増
額
し
た
こ
と
に
よ
り
、

衛
生
費
は
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
市
独
自
支
援
策
と
し

て
、
市
民
１
人
当
た
り
１
万
円
の

物
価
高
騰
家
計
応
援
ク
ー
ポ
ン

券
の
発
行
や
学
校
給
食
費
の
免

除
、
畜
産
事
業
者
へ
の
給
付
金
事

業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
歳
出
総
額
は
骨
格
予
算
な
が

ら
、
前
年
度
比
で
４
億
４
３
０
０

万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

▼
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
と
財

政
調
整
基
金
の
状
況
に
つ
い
て

　

市
で
は
近
年
、
財
政
調
整
基
金

を
大
き
く
取
り
崩
し
な
が
ら
の
厳

し
い
予
算
編
成
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、「
匝
瑳
市
財
政
健

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
が
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
一
般
会

計
予
算
は
１
７
０
億
９
４
０
０
万
円
（
前
年
度
比
２
・
７
％
増
）

で
、
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た
総
額
は
２
９
８
億
２
２
４
万
円
（
前

年
度
比
０
・
９
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

 

問
財
政
課
財
政
班
☎
73
・
０
０
８
５

令
和
８
年
度
当
初
予
算
の
概
要

を
計
上

１
７
０
億
９
４
０
０
万
円

一
般
会
計
予
算
に

歳入一般
会計9400万円
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■ 民生費
 60億1924万円 35.2% （1.8％増）

■ 衛生費 
 28億7159万円 16.8% （15.8％増）

■ 総務費
 19億4151万円 11.4% （4.4％減）

■ 教育費
 17億9856万円 10.5% （13.2％減）

■ 公債費
 15億7715万円 9.2% （1.8％減）

■ 消防費
 9億6339万円 5.6% （2.0％増）
■ 土木費
 6億1971万円 3.6% （1.0％減）

■ 商工費
 5億9571万円 3.5%  （131.0％増）

■ 農林水産業費 
 5億 604万円 3.0% （2.0％減）

■ 議会費
 1億7608万円 1.0% （0.3％減）

■ その他
 2502万円 0.2% （0.0％）

歳出

性質別の歳出項目

目的別の歳出項目

■①人件費 35億6872万円
■②扶助費 34億1473万円
■③補助費等 34億 895万円
■④物件費 24億1810万円
■⑤公債費 15億7715万円
■⑥繰出金 15億5074万円
■⑦投資的経費 5億4997万円
■⑧その他 6億 564万円

※歳出の各項目と予算額、歳出に占める割合。
　（　）内は同項目の前年度比増減。

20.9%
①

20.0%
②

19.9%
③

14.2%
④

9.2%⑤

9.1%
⑥

3.2%
⑦
3.5%
⑧

全
化
推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
事

業
仕
分
け
を
実
施
。
既
存
事
業
の

廃
止
や
縮
小
な
ど
に
よ
り
、
約
５

８
０
０
万
円
の
予
算
を
削
減
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
件
費

の
上
昇
や
物
価
高
騰
に
加
え
、
橋

り
ょ
う
の
定
期
点
検
に
よ
る
投
資

的
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
財
源

が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、
市
の
貯

金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
を
５
億

９
０
０
０
万
円
取
り
崩
し
て
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

令
和
８
年
度
末
の
同
基
金
残
高
は
、

現
時
点
で
８
億
４
０
０
０
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

■

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
保
険
料
な
ど
特

◆特別会計の会計別予算額
会　計 令和８年度 前年度比

 国民健康保険特別会計  45億3300万円  0.8％減

 後期高齢者医療特別会計  7億2350万円  22.3％増

 介護保険特別会計  40億7760万円  0.1％増

 病院事業会計

収益的支出  31億2200万円  0.1％減

資本的支出  2億5214万円  51.1％減

計  127億 824万円  1.3％減

一般会計の主要事業

◆健康・福祉・医療・介護分野
健康増進計画策定事業 新 647万円
保育施設事業者物価高騰対策支援給付金給付事業 新
 180万円

◆産業・経済分野
物価高騰家計応援クーポン券発行事業 新
 ３億5702万円
畜産事業者物価高騰対策支援給付金給付事業 新　
 1141万円
地域力創造アドバイザー活用事業 新 590万円
空き店舗活用支援事業 560万円
サンブスギ林総合対策事業 新 385万円

◆生活環境・都市建設分野
地域脱炭素推進事業 ８億8049万円
橋りょう維持事業 １億5828万円
舗装修繕事業 4866万円
消防施設整備事業 4108万円

◆教育・交流・移住・定住分野
学校給食センター管理費 ３億2974万円
アリーナ管理費 5014万円
埋蔵文化財調査費 新 378万円

◆住民協働・行財政分野
防災対策事業 1734万円
総合計画後期基本計画策定事業 557万円

一般
会計

※①②⑤は義務的経費、それ以外は
任意的経費。

総額170億

定
の
収
入
で
事
業
を
行
う
た
め
に

一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理
す
る

会
計
で
す
。

　

市
に
は
、
四
つ
の
特
別
会
計
が

あ
り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
は
前

年
度
比
０
・
８
％
減
少
、
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
は
同
22
・
３
％
増

加
、
介
護
保
険
事
業
は
同
０
・
１

％
増
加
、
病
院
事
業
の
資
本
的
支

出
は
同
51
・
１
％
減
少
し
て
い
ま

す（
＝
左
表
）。

※新：新規事業

  3 広報そうさ 2026 .4月号


